
令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について

令和８年１０月１日

枚方市立第一中学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の状況

を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者

の皆様にもご協力をお願いいたします。

※調査結果について

教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。



学力調査結果の概要

２

〇国語について

・平均正答率は、全国平均を上回る。
・領域別では、「A 話すこと」
「B 書くこと」「C 読むこと」の

全領域で全国平均を上回る。

＜成果＞
・記述式・「思考・判断・表現」の

観点が最も強く、根拠を踏まえて
自分の考えを書く場面で全国を
大きく上回る。

・「書くこと」「読むこと」の
領域で全国を大きく上回る。

・必要な情報に着目して要約・解釈
する力が高水準。

・無解答率が低く、記述問題を書き
きる姿勢が身に付いている。

＜課題＞
・漢字を書く力
・「話すこと・聞くこと」の領域

〇数学について 〇英語について （書くこと・読むこと・聞くこと）

・平均正答率は、全国平均を上回る。
・領域別では、「A 数と式」「B 図形」
「C 関数」「D データの活用」の全領域

で全国平均を上回る。

＜成果＞
・「データの活用」の領域で、統計的指標

の意味理解と目的に応じた選択・判断が
全国を大きく上回る。

・記述式・「思考・判断・表現」の観点で、
根拠を明確にして数学的に説明する記述
で全国を大きく上回る。

・「関数」領域で、表・式・グラフを相互
に関連付けることができている。

・知識・技能の基礎が身についている。

＜課題＞
・図形領域における平行条件の把握をはじ

めとした、証明の前提となる条件（仮
定・図の情報の読み取りは、全国並み）。

・記述式は、全国比では大きく上回るが、
記述式全体は５０％を下回る。

・領域別では、「聞くこと」「読むこと・
書くこと」の全領域で全国平均を上回る。

＜成果＞
・「書くこと」の領域で、条件が具体的な

英作文について、全国を大きく上回る。
・読むこと・書くことを合わせた「技能」

も 全国を大きく上回る。
・必要情報を聞き取る・読み取る力につ

いて、目的・状況に応じた情報検索型
のリスニングやリーディングができて
いる。

＜課題＞
・概要把握・話の流れの理解について、

時系列やストーリー全体の流れを踏ま
えて概要を把握する場面で全国を下回
る。まとまった英文全体の要点を統合
的に捉える力を伸ばすことが必要。

・書くことについては、全国比では大き
く上回るが、社会的話題への意見や、
意見・理由などについて書けるように
なることが必要。



３教科に共通する内容

③

〇成果

「必要な情報を的確に捉え、根拠を明確にして自分の考えを表現する力」が身に付いている。

3教科いずれも「情報を正確に読み取る → 根拠を整理する → 自分の言葉・式・英文で筋道立てて表現する」という共

通の思考・表現プロセスが定着している。無解答率が低く、記述問題を最後まで書ききる姿勢が共通して身に付いてい

る点は本校の大きな強みである。

〇課題

「複数の情報や文章全体の流れを結び付けて統合的に捉えること」や「社会的な話題について意見や感想を筋道を立て

て述べること」に課題がある。

記述式については全国比では上回るものの、全体正答率が５０％を下回る教科もあり、より複雑な題材や社会的な話

題に対しても、事実や根拠、自分の考えを表現できる力の引き上げが今後の課題である。



国語において成果があった設問
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３三
文章の展開の意図を説明したものとして適切なものを選択する

考察

段落相互の関係を明確にし、文章の展開を工夫す

ることができるかどうかをみる問題。

本校生徒は、書き手に寄り添って読めるように、

経験から気付きを得たという時間の流れに沿った展

開でを捉えていると考えられる。これは、書き手の

意図を段落構成から読み取る力（必要な情報に着目

して要約・解釈する力）が身に付いていると考えら

れる。

４



国語において成果があった設問

5

４四
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」が表している具体的な様子
と擬態語の効果を書く

考察

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かな

ものにすることができるかどうかをみる問題。

「擬態語が表す具体的な様子」と「本文中の言葉を用いた擬

態語の効果（包括的イメージ・様子を映し出す働き）」の両方

を書くことが正答条件とされていた。

本校生徒は、文章を理解し、具体的な場面を思い浮かべ、理

解したことを結びつけて自分の考えを表現できている。無解答

率も低く、「根拠を踏まえて自分の考えを書く力」が強みとし

て確認できる。



国語において課題があった設問

６

３一（１）
文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考にして、漢字を書き、漢字
の組合せとして適切なものを選択する

考察

文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の中で使うこと

ができるかどうかをみる問題。

「採る」について、文脈に即して正しく漢字を書くことができ

なかったと考えられる。「取る／採る／捕る／執る」のように

同音で意味の異なる漢字を、文脈に応じて選び分ける力に弱さ

があると推察される。記述式や読解では強みを発揮できている

一方で、語句レベルの知識・技能に不安定さが残る点は、今後

の指導の課題とする。



国語において課題があった設問

７

２四 話合いを受けてどのような意見を述べるか、自分の考えを書く

考察

互いの立場や考えを尊重
しながら話し合い、結論を
導くために考えをまとめる
ことができるかどうかをみ
る問題。

互いの考えを捉える中で見
いだした共通点や相違点、
新たな提案などを踏まえて、
話し合いが進展するように
自分の考えをまとめ、実際
に話すように書くことが必
要であった。

本校生徒は、記述式・「思
考・判断・表現」で全国を
大きく上回る一方、この設
問のように「聞き手を想定
して話すように書く」場面
での対応には課題が残った。
「話すこと・聞くこと」の
領域の弱さが表れた設問で
あり、書く力を「対話の文
脈に位置付けて使う」段階
への接続が、今後の課題で
ある。



数学において成果があった設問

８

９（１）
全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小の階級から６時間
以上７時間未満の階級までの累積度数を求める

考察

累積度数の意味を理解しているかどうかをみる問

題。

本校生徒は、データの分布について、ヒストグラ

ムや相対度数などを理解し、累積度数の意味を理解

できている。統計的指標を用語として覚えるのでは

なく、ヒストグラム・相対度数と関連付けながら理

解できていることを示しており、「データの活用」

領域で、統計的指標の意味理解と目的に応じた選

択・判断ができることにつながっていると考えられ

る。



数学において成果があった設問

９

６（３）
手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂの値がどんな数になるか
を、選んだ２数の差に着目して説明する

考察

統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて

説明することができるかどうかをみる問題。

手順にしたがってできたAとBについて、A-Bの値がどんな数に

なるかを、選んだ２数の差に着目して説明することが必要で

あった。本校生徒は、根拠を明確にして数学的に説明する記述

で全国を大きく上回っており、この設問においても、２数の差

を捉えて言葉・式で表現する力が発揮されていると考えられる。

「言葉・式・図」を用いた表現活動が単元横断的に位置付けら

れている成果が表れている。



数学において課題があった設問

１０

考察

２直線が平行になるための条件を理解してい

るかどうかをみる問題。

２直線が平行になるための条件を理解し、二

つの角の位置関係を捉えることが必要であった。

本校生徒は、この条件把握で全国並みにとど

まっており、図形領域の中でも、前提となる条

件を正しく把握する力に課題がある。

３
四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ平行ＱＲを示すための根拠となる
二つの角を書く



数学において成果があった設問

１１

９（３）
「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠
時間が短い傾向にある」と主張できる理由を、悠真さんが調べたことの二
つの度数分布多角形の形と位置を比較して説明する

考察

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の

特徴を基に説明することができるかどうかをみる問題。

「就寝時刻が２３時より前の生徒に比べて、２３時以降の生徒

の方が睡眠時間が短い傾向にある」ことが主張できる根拠とし

て、二つの度数分布多角形が同じような形で、２３時より前に

就寝した生徒の度数分布多角形よりも２３時以降に就寝した生

徒の度数分布多角形の方が左側にあることを説明する必要が

あった。「データの活用」領域そのものは全国を大きく上回っ

ている一方、この設問のように、根拠を段階的に言語化して記

述する場面では、形の比較と位置関係（左側にある）の両方に

踏み込むことに難しさが残る。「記述式全体は半数を下回る」

という課題が表れた設問であり、「言葉・式・図」を用いた表

現活動をさらに記述まで高めていくことが今後の課題である。



英語において成果があった設問

１２

１３
留学生との交流会で一緒にしたいことを１つ取り上げ、
その理由を書く

考察

日常的な話題について、事実や自分の考え、

気持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書

くことができるかどうかをみる問題。

３つの具体的な条件（①一緒にしたいこと、

②その理由、③語数）を意識し、「意見＋理

由」の型を用いて、まとまりのある文を書くこ

とができていた。「意見＋理由」の型、「導入−

本論−結論」「主張−根拠」などの文章構成を意

識した指導の成果と考えられる。



英語において成果があった設問

１３

８
友達からのメッセージを読み、相手が示した条件に合うウェブサイト
を選択する

考察

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断し

て、必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる問題。

「Friday to Sunday」かつ「Japanese sweets」の2条件を同時に満

たすサイトを選び、自分の置かれた状況などから判断して必要

な情報を読み取ることができていた。目的・状況に応じた情報

検索型リーディングで必要な情報を選択的に読み取る指導の成

果である。



英語において課題があった設問

１４

９
物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの
変化を表したものを選択する

考察

日常的な話題について、短い文章を読

み、概要を捉えることができるかどうか

をみる問題。

「excited → sad → happy」という物語全

体の流れと出来事を結びつけて概要を捉

える設問であった。短い文章（物語）を

読み、概要を捉える力、特に心情の変化

を時系列で追う読解に課題がある。まと

まりのある文をはじめから終わりまで読

み、一語一語や一文一文の意味にとらわ

れることなく、大まかな内容を捉える力

を身につけることが必要である。



英語において課題があった設問

１５

４
職場体験についての発表を聞き、その後に示される3枚の絵を体験した順
になるように選択する

考察

日常的な話題について、話を聞き、概要を捉えること

ができるかどうかをみる問題。

正答条件は「In the morning / After lunch / Finally」の時間

経過と出来事を順序立てて把握することであった。１つ

の話題に沿って話されるものなどをはじめから終わりま

で聞き、「読み」の課題と同様、一語一語や一文一文の

意味にとらわれることなく、大まかな内容を捉える力を

身につけることが必要である。



１６

〇成果

「話題を取り上げ、理由を添えてまとまりのある内容を話す力」と「あきらめずに話そうとする態度」

「自分の好きな人物を1人取り上げ、好きな理由を話す日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、

まとまりのある内容を話すことができるかどうかをみる問題」など理由を話す力が全国を上回る。

また、無解答率は全てで全国を下回る。

〇課題

「相手の発話に即興で応じ、その場面に合った表現を話す力」

「電話でのやり取りの中で、遊ぶ約束をしている留学生に明日の天気を伝える（音声や語彙、表現、文法、言語の働き

などの知識を、話すことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けているかどうかをみる問

題）」などのやりとりに課題がある。

今後は、授業中の帯活動などで「やり取り」についてペアでの即興Ｑ＆ＡやSmall Talkなどの取組が必要。

英語（話すこと）



質問紙調査の結果 【成果が見られた項目】

１７

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表していた
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22.9

2.4

4.6

8.8

本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

発表の工夫やまとめる活動が全国比で突出し
ている。表現活動（アウトプット）が本校
最大の強みである。

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組
んでいますか
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当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

総合的な学習の時間の課題探究とICT活用も
全国比で突出している。探究学習の組織的
取り組みの成果と考えられる。



１８

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまと
める）ことができると思いますか
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当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

ICT活用の実践力 （情報整理・英語入力・プ
レゼン作成）が全国を上回っている。
また、ICT活用の実践力と各教科の正答率に
も相関関係が認められている。

１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考
えを英語で書いたりする活動が行われていましたか
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当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

英語授業の表現活動（書く、問答等）とICT
活用（英語入力）が全国を大きく上回る。特
に「書いてまとめる活動」や「日常で英語を
使う機会」の多さは本校の指導の成果である。



質問紙調査の結果 【課題が見られた項目】

１９

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか
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当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

就寝時刻の規則性が全国と比べかなり低い。
生活リズムの乱れは学習意欲・集中力に直結
するので、ご家庭の協力をお願いします。

自分には、よいところがあると思いますか
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本校
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全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

「学級の心理的安全性」は全国と比べ極めて
高い一方、「自己肯定感」「友達関係満足
度」に課題。集団としては安全でも個の自己
有用感に差があると考えられる。



２０

人が困っているときは、進んで助けていますか
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1.2

本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

規範意識は全国並みだが「実際の援助行動」
がやや低い。
意識を行動へ移すことに課題がある。

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

29.2

46.4

50.5

41.1

39.1

37.7

24.4

9.3

7.7

5.4

4.4

3.4

本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

国語への「得意意識」「好き」「有用感」が
揃って低下しており、教科への内発的動機づ
けに課題がある。



質問紙調査の結果 【その他】

２１

（考察）

ほぼ毎日、効果的にタブレット等を使ってい
るので、ICT活用の実践力が高まっていると
考えられる。

（考察）

約半数の生徒が１日に３時間以上のSNSや動
画視聴をしています。 SNSや動画視聴が長い
ほど、教科の正答率が低いことが確認されて
おり、スマートフォン等は使う時間や目的を
意識することが大切です。
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45.1

29.3

14.3

28.9

25.8

3

16.2

23.1

0.6

6.5

14.7

1.6

4.6

0.6

1.3

2.1

本校

枚方市

全国

１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を使用した頻度

ほぼ毎日（複数の授業で活用） ほぼ毎日（ 1 回程度の授業で活用）

週 3 回以上 週 1 回以上

月 1 回以上 月 1 回未満

28.6

34.4

28.8

19

18.8

20.8

24.4

23.2

25.3

17.3

15.8

16.9

7.1

5.3

5.1

3

1.5

1.9

0.6

0.9

1

本校

枚方市

全国

1 日当たりのスマートフォン等でSNSや動画視聴する時間

4 時間以上 3 時間以上、 4 時間未満 2 時間以上、 3 時間未満

1 時間以上、 2 時間未満 30 分以上、 1 時間未満 30 分未満

スマートフォン等を持っていない



分析結果を踏まえて取り組んでいくこと

２２

（１）授業改善について

◆成果（思考力、データの活用、英作文、記述）を伸ばし、課題（漢字、図形の条件読み取り、英文の概要把握、学びの有用感）を克服

するため、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実の観点から、次の取組を進めます。

〇「教えから学びへ」の転換

めあてや振り返りを毎時間位置づけ、意欲的に自ら学ぶ「自立した学習者」を育成します。

〇「自己決定」場面の設定

課題設定や解決方法、協働する相手などを生徒自身が選ぶ場面を設けます。

〇課題解決型学習の充実

総合的な学習の時間だけでなく、各教科で、教科書の範囲にとどまらず、社会と結びついた探究的な課題に取り組みます。

〇個別最適な学びと協働的な学びの往還

一人で考える、対話・共有する時間を意図的に組み合わせます。

〇組織的な授業改善

教科部会で授業改善について確認し、相互授業参観で検証します。

（２）家庭学習等について

◆授業内容の定着と、生活習慣や自己肯定感などの向上を目指し、次の観点で取り組みます。

〇授業と家庭学習の接続

本時のめあてと連動した課題で、復習や振り返りを行います。

〇自分で計画する家庭学習

一律の課題から、内容や分量、方法を自分で決める「自己調整型家庭学習」を進めます。また、教科書の復習に加え、ニュースや

身の回りの出来事など、生活や社会の話題を学びに結びつけます。

〇生活リズムの確立

規則正しい生活と温かな声かけが、お子様の学びと自己肯定感を支えます。引き続きご協力をお願いいたします。

〇家庭と学校をつなぐ声かけ

学習の様子を担任・教科担当が日常的に見取り、必要に応じて声かけや面談を行います。
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